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研究成果の概要（和文）：九州の地域権力の「外交」を比較検討すると、大内氏の存在が際立つ。中世後期日本
の諸勢力の異国通交における姿勢とその特質の地域的差異は、伝統的な外交慣習や対外観の影響の強弱や、異国
との物理的な距離の遠近が大きく影響していた。朝鮮や琉球との異国通交という指標でみれば、大内氏は幕府体
制に依存することなく、その埒外で活動できたのであり、幕府周辺の有力大名の活動は幕府体制の範疇に留まっ
ていた。

研究成果の概要（英文）：As a result of comparing the "diplomacy" of the clans in Kyushu, it was 
found that the Ouchi clan has a distinct advantage. Regional differences in the diplomatic 
characteristics of the clans in late medieval Japan were largely influenced by their traditional 
diplomatic practices, the strength and weakness of their perceptions of foreign countries, and their
 physical distance from foreign countries. Considering the diplomacy with Korea and Ryukyu, the 
Ouchi clan was able to conduct diplomacy without relying on the Muromachi shogunate system, but the 
clan's diplomacy in Kyoto was dependent on the Muromachi shogunate system.

研究分野： 東アジア交流史

キーワード： 外交　比較　大内氏　室町幕府　九州
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、中世日本対外関係史の分野、とりわけ地域権力による独自の異国通交が展開した中世後期に焦点を
定め、諸勢力の外交活動を個別にあきらかにするのみならず、諸勢力の外交活動同士を俯瞰的に比較検討するこ
とで、微視的・巨視的な両面からとらえるという新たな研究視角を提供した。とりわけ、当該期もっとも積極的
な異国通交を展開した西国大名については、その特質を探る上で、「外交」活動の有無が大きな指標となり得る
ことを指摘した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、これまで１５，１６世紀における西国の地域権力の外交活動について、とくに

周防大内氏の外交活動を素材として研究を進めてきた。周防大内氏は、西国を代表する地域権力
であり、その外交活動の規模は室町幕府にも比肩するものと推測できる。しかし、大内氏の外交
活動のレヴェルを評価するためには、他の西国の地域権力の展開する外交活動や、室町幕府の外
交活動のありようと比較考察しなければ、客観的に位置付けることはできない。 
ゆえに、西国の地域権力の外交活動を個別的にではなく、総合的な視野から考察していく姿勢

が求められると考えた。ところが、その目的を達成するためには、その前段階として、大内氏以
外の西国の地域権力の外交活動の個別研究の蓄積が不可欠となるため、まずは、外交活動を展開
する主要な西国の地域権力の事例について、考察漏れの無いように個別研究を進めた。 
上記の作業と並行して、研究代表者は伊藤幸司「中世西国諸氏の系譜認識」（九州史学研究会

編『境界のアイデンティティ』岩田書院、2008 年 12 月）や、同「大内氏の外交と大友氏の外
交」（鹿毛敏夫編『大内と大友―中世西日本の二大大名―』勉誠出版、2013 年 6 月）などにおい
て、本研究が目指す比較史的考察を先駆的におこなっている。しかし、いずれも素描の域を出な
いものであり、本研究が求めるレヴェルには到達していない。 
一方、研究代表者は、西国の地域権力と、畿内や東国の地域権力との決定的な差違は、外交活

動の有無だと考えているが、残念ながら西国の地域権力のありようを考える際、外交活動をも加
味した概念は、いまだ既存の研究者から提示されていないことに不満を感じていた。ゆえに、本
研究の視角から西国大名の特質を総合的にあきらかにしたいと考えるに至った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、１５～１６世紀における西国の地域権力について、彼らの外交活動への関わり方と

いう独自の指標を導入し、西国の地域権力同士や室町幕府との比較史的考察をおこなうことで、
従来とは異なる西国の地域権力の特質を総合的に明示することを目的とする。研究の進展が著
しい畿内や東国の地域権力と比較して、西国の地域権力の総合的な特質は明確化されていない。
外交活動は、畿内や東国の地域権力にはない、西国の地域権力のみの独自性といえる。外交活動
のありようを加味してこそ、西国の地域権力の総合的な特質がわかるのであり、その成果を従前
の畿内や東国の地域権力の特質と比較することで、当該期における地域権力の総合的な把握も
可能となる。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は、以下のような過程を経ることで目的を達成する。 

 
１.慶弔外交の比較史的考察（室町幕府と周防大内氏に代表される西国諸氏との比較） 
外交活動において、その特質がもっとも顕著に現れるのは、国家元首の即位や死去に際してお

こなわれる慶弔外交の場だと考えている。そのため、ここでは西国の地域権力が朝鮮や琉球に対
してどのような慶弔外交をおこなったのかという点に焦点を定めて考察をする。その際、周防大
内氏に代表される西国の地域権力相互間の比較のみならず、室町幕府の慶弔外交のありようと
も比較することで、西国の地域権力の慶弔外交の特質をあぶり出すことを試みる。 
 
２.外交全般における西国諸氏の比較史的考察 
外交活動全般において、西国の地域権力が中国・朝鮮・琉球・南蛮（東南アジア）との外交に

対して、どのようなスタンスで臨み、具体的にどのような活動を展開していたのかという点につ
いて、周防大内氏の事例を基軸に、他の地域権力の事例と比較しつつ、西国の地域権力の外交活
動のありようの特質をあぶりだす。 
 
３.室町幕府および幕府周辺大名の外交の特質 
室町幕府（室町殿）や幕府周辺で活動する有力大名が、どのような外交活動をおこない、その

特徴は何で有るのかを解明し、その成果を九州地域の地域権力の外交の特質と比較検討する。 
 
４．研究成果 
 
中世後期における九州の地域権力を「外交」（異国との通交貿易）という視角から比較考察し

た結果、朝鮮と特別な関係を形成しながら、遣明船の経営にも参与し、琉球との通交貿易も展開
した大内氏の存在が際立っていることを明示することになった。「外交」は、西国大名を比較す
る際の重要な指標となり得ることも指摘できた。 



室町幕府（室町殿）やその周辺の有力大名が異国と通交する際、どのような通交姿勢をいだき、
それにはいかなる特質があったのかということについては、室町幕府（室町殿）やその周辺の有
力大名の異国通交は、慶弔外交を例にとっても、九州大名のおこなう異国通交とはかなり違うこ
とが明確となった。とりわけ、朝鮮と琉球とのかかわり方については特徴が際立つ。中世後期日
本の諸勢力の異国通交における姿勢とその特質の地域的差異は、伝統的な外交慣習や対外観の
影響の強弱や、異国との物理的な距離の遠近が大きく影響していた。また、幕府周辺の有力大名
は、例え伝統的対外観に影響されなかったとしても、大内氏のように独自の異国通交をすること
は難しく、土岐氏が幕府（室町殿）を通じて朝鮮から大蔵経を獲得したように、幕府（室町殿）
に依存する形でしか異国通交を実現できなかった。朝鮮や琉球との異国通交という指標でみれ
ば、大内氏は幕府体制に依存することなく、その埒外で活動できたのであり、幕府周辺の有力大
名の活動は幕府体制の範疇に留まっていたといえる。 
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